
開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

令和7年11月11日（火）
18：30～20：30

駅前交流プラザ「よろーな」
（名寄市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・産業医の職務について
　－産業医をめぐる法律問題と事業場における具体的事例の検討－

アンビシャス総合法律事務所弁護士･特定社会保険労務士
　澤井　利之

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
� 更新1・実地1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和7年11月14日（金）
18：30～20：30

岩見沢平安閣
（岩見沢市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・産業医に求められる新たな活動指針
　－第14次労働災害防止計画を基に－

北海道情報大学医療情報学部教授・保健センター長　佐藤　浩樹

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和7年11月26日（水）
14：00～16：30

北海道自治労会館
（札幌市）
定員：90名

（事前に申し込みが必要です）

・休復職と法－不調者の休・復職に関する法的留意点－
ソーシャルサポートオフィスシトラス

社会保険労務士、公認心理師、精神保健福祉士　長部ひろみ

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修�更新2.5

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和7年11月26日（水）
19：00～20：00

函館国際ホテル
（函館市）
定員：50名

・働き方改革後の最近の労働状況と生活状況
北海道産業保健総合支援センター所長　森　　　満

基礎研修� 後期1

生涯研修� 専門1

渡島医師会
（0138-27-1246）

令和7年12月1日（月）
18：30～20：30

室蘭市生涯学習センターきらん
（室蘭市）
定員：60名

（事前に申し込みが必要です）

・最近の労働衛生の話題から
　－化学物質対策、過重労働対策等－

木下労働衛生コンサルタント事務所長･歯学博士　木下　隆二

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 更新2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和7年12月9日（火）
18：30～20：30

北海道自治労会館
（札幌市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・職場における産業医の役割
　－産業医に関わる法律と職場での具体的事例の検討－

アンビシャス総合法律事務所弁護士・特定社会保険労務士
　澤井　利之

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
� 更新1・実地1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和7年12月13日（土）
　　　　 　14日（日）

13日：9:30～19:00
14日：9:30～13:00

※詳細は本号附録にて案内
第42回産業医学基礎(前期)研修会

北海道医師会館
（札幌市）
定員：80名

※下記ＵＲＬよりお申し込みください
　https://x.gd/rz2OW
（事前に申し込みが必要です）

＜13日(土)＞
・総論（2単位）
・健康管理（2単位）
・健康保持増進（1単位）

北海道大学大学院医学研究院社会医学分野公衆衛生学教室教授
　玉腰　暁子

・有害業務管理（2単位）
・メンタルヘルス対策（1単位）
・産業医活動の実際（2単位）

旭川医科大学社会医学講座教授　西條　泰明
＜14日(日)＞
・作業環境管理（2単位）
・作業管理（2単位）

札幌医科大学医学部公衆衛生学講座教授　大西　浩文

基礎研修� 前期14

※左記8項目の研修に
ついては、カッコ内それ
ぞれの単位の修得が必
要です。

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和7年12月14日（日）
10：00～12：10

北翔大学
（江別市）
定員：100名
参加費：会　員 5,000円
　　　　非会員 7,000円

（事前に申し込みが必要です）

【日本精神衛生学会第41回大会】
・夢を見ることは健康か

別府大学　中野　明徳
・精神科臨床における復職支援の実際

ちいさなこころの健康クリニック院長　羽田　直子

※お申込みはこちら（大会HP）
https://sites.google.com/view/seisin-eisei
2025/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0

生涯研修� 専門2

運営事務局：
大会HPよりお問い
合わせください。

令和7年12月16日（火）
18：30～20：30

小樽経済センター
（小樽市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・職場復帰面接の対応の実際（事例検討）
北海道労働保健管理協会執行役員・札幌総合健診センター所長

　原　　俊之

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
� 実地1・専門1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

日医認定産業医制度研修会開催一覧

◇産業保健部◇

詳細につきましては主催元（下記「連絡先」欄）へお問い合わせください。
＊今後の状況により開催が延期・中止となる場合がございます。
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https://x.gd/rz2OW
https://sites.google.com/view/seisin-eisei2025/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0


開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

令和7年12月17日（水）
18：30～20：30

苫小牧市民会館
（苫小牧市）
定員：60名
（事前に申し込みが必要です）

・産業医活動の実際－職場巡視について－
ＪＲ札幌病院保健管理部長　佐藤　広和

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修� 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

＊開催日が太字のものは、本号より新たに掲載されたものです。

注１：新規認定のためには、基礎研修50単位以上（前期研修14単位以上、実地研修10単位以上、後期研修26単位以上の合計 50単位以上）の
修得が必要です（前期研修については、総論2単位・健康管理2単位・メンタルヘルス対策1単位・健康保持増進1単位・作業環境管理2
単位・作業管理2単位・有害業務管理2単位・産業医活動の実際2単位のそれぞれの単位修得が必須）。

注２：更新認定のためには、認定取得後の5年間に生涯研修20単位以上（更新研修、実地研修、専門研修各1単位以上の合計20単位以上）の
修得が必要です。
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　認知症の方の増加に伴い、診療を通じて多くの高齢者と接する機会を有する「かかりつけ医」による対

応がますます重要となっていることから、認知症の発症初期から状況に応じた認知症の方への支援体制の

構築を図るための研修を実施いたします。

◎日時：令和８年（2026年）１月31日（土）13:30～17:30

◎開催形式：オンライン研修（Zoom使用）

◎研修内容：１．かかりつけ医の役割

　医療法人社団荒木病院　理事長・院長　荒木　啓伸

� （北海道認知症サポート医連絡協議会幹事長）

２．基本知識

　医療法人社団千寿会三愛病院　理事長・院長　千葉　泰二（同 連絡協議会幹事）

３．診療における実践

　医療法人社団一視同仁会札樽・すがた医院　理事長・院長　菅田　忠夫

� （同 連絡協議会副幹事長）

４．地域・生活における実践

　勤医協中央病院　名誉院長　伊古田　俊夫（同 連絡協議会副幹事長）

◎実施主体：北海道

◎対象者：診療科名を問わず、道内で勤務（開業含む）する医師

◎定員：100名　※先着順、定員に達し次第受付を終了します。

◎受講料：無料

◎申込方法：下記申込みフォームから令和８年１月６日(火)までに申込み願います。

　　【申込みフォーム用URL】

　　https://www.harp.lg.jp/7Y2TVgib

　　

※日本医師会生涯教育講座　3.5単位

　13（医療と介護および福祉の連携）、29（認知能の障害）を申請中です。

　【連絡先】北海道保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課地域支援係

　　　　　 〒060-8588　札幌市中央区北３条西６丁目　電話　011-204-5275

令和７年度（2025年度）かかりつけ医認知症対応力向上研修

【申込みフォーム用QRコード】

※QRコードは（株）デンソー

ウェーブの登録商標です。

https://www.harp.lg.jp/7Y2TVgib

